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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
第
49
次
派
遣
海
賊

対
処
行
動
水
上
部
隊
・
護
衛
艦

「
む
ら
さ
め
」
を
代
表
し
、
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
49
次
隊
「
む
ら
さ
め
」
は
、

昨
年
11
月
に
任
務
を
引
き
継
ぎ
、

ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
及
び
ア

ラ
ビ
ア
海
に
お
い
て
船
舶
の
直
接

護
衛
区
域
防
護
及
び
情
報
収
集
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
海
域

に
お
け
る
昨
今
の
海
賊
事
案
は
、

海
上
自
衛
隊
を
含
む
国
際
社
会
の

取
り
組
み
に
よ
り
局
限
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
「
貧
困
」
と
い
う
沿

岸
国
の
根
深
い
問
題
に
起
因
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
こ

の
海
外
展
開
活
動
に
よ
る
治
安
の

維
持
が
必
要
な
状
況
で
す
。
な
お
、

昨
年
は
派
遣
海
賊
対
処
行
動
開
始

か
ら
15
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
派
遣
海
賊
対
処
行

動
に
お
け
る
「
次
の
歴
史
の
一
ペ
ー

ジ
」
を
刻
む
心
境
で
、
気
持
ち
新

た
に
日
々
の
任
務
に
従
事
し
て
い

ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
最
高
気
温
30
度

を
超
え
る
こ
こ
ア
デ
ン
湾
に
お
い

て
古
式
ゆ
か
し
い
日
本
の
正
月
を

味
わ
う
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

大
海
原
を
眺
め
る
に
つ
け
、
同
じ

海
で
繋
が
っ
て
い
る
故
郷
の
厳
し

い
冬
を
偲
び
な
が
ら
、
家
族
や
親

類
、
大
切
な
方
々
に
想
い
を
馳
せ

る
と
と
も
に
、
海
上
船
舶
交
通
の

安
全
確
保
並
び
に
海
賊
行
為
の
抑

止
と
い
っ
た
崇
高
な
任
務
に
従
事

す
る
誇
り
を
胸
に
、
凛
と
し
た
心

持
で
遠
く
日
本
の
平
和
と
安
全
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

日
々
の
任
務
が
憂
い
な
く
実
施
で

き
て
お
り
ま
す
の
も
、
隊
友
会
各

位
の
温
か
い
ご
支
援
の
賜
物
で
あ

り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

引
き
続
き
ご
声
援
賜
り
ま
す
こ
と

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
、
護
衛
艦
「
む
ら
さ
め
」

は
就
役
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
艦
齢
か
ら
す
る
と

「
老
体
」
に
近
い
船
で
す
が
、
海

上
保
安
庁
派
遣
捜
査
隊
含
む
全
乗

員
『
チ
ー
ム
「
む
ら
さ
め
」
』
一

丸
と
な
っ
て
、
安
全
、
確
実
な
任

務
遂
行
を
目
指
し
、
無
事
に
帰
国

を
果
た
す
所
存
で
す
。

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様

の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
素
よ
り
陸
上
自
衛
隊
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
と
ご
厚
情
を
賜
り
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
際
社
会
は
戦
後
最
大
の
試

練
の
時
を
迎
え
、
新
た
な
危
機
の
時
代

に
突
入
し
て
お
り
、
中
国
に
よ
る
軍
事

活
動
の
拡
大
・
活
発
化
、
北
朝
鮮
に
よ

る
核
・
ミ
サ
イ
ル
の
増
強
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
を
行
う
中
で
の
ロ
シ
ア
に
よ
る

軍
事
活
動
の
継
続
に
加
え
て
中
東
情
勢

の
不
安
定
化
等
、
我
が
国
は
依
然
と
し

て
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障

環
境
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
安
全
保
障
環
境
の
中
、

昨
年
、
陸
上
自
衛
隊
は
、
１
月
１
日
に

石
川
県
で
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に

お
け
る
災
害
派
遣
を
始
め
と
し
た
国
内

外
に
お
け
る
各
種
任
務
を
遂
行
し
つ
つ
、

防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
に
係
る
取
組
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同

盟
国
・
同
志
国
等
と
の
防
衛
協
力
・
交

流
を
通
じ
た
連
携
強
化
や
３
年
ぶ
り
に

実
施
し
た
陸
上
自
衛
隊
最
大
規
模
の
実

動
演
習
で
あ
る
陸
上
自
衛
隊
演
習
等
を

通
じ
、
各
種
事
態
等
へ
の
抑
止
及
び

対
処
の
実
効
性
を
向
上
さ
せ
、
地
域
の

平
和
と
安
定
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。本

年
、
陸
上
自
衛
隊
は
、
「
防
衛
力

整
備
計
画
」
の
３
年
目
と
し
て
、
各
種

事
態
等
に
対
応
し
得
る
部
隊
の
即
応
性

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
防
衛
力
の

抜
本
的
強
化
に
係
る
取
組
を
着
実
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
に

わ
た
っ
て
使
命
を
完
遂
し
得
る
陸
上

防
衛
力
を
実
現
す
る
た
め
、
人
材
確
保

に
係
る
分
水
嶺
と
し
て
人
的
基
盤
の
抜

本
的
強
化
を
始
め
と
し
た
各
種
取
組
に

大
き
く
舵
を
切
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
陸
上
防
衛
力
の
中
核
は

飽
く
ま
で
「
人
」
で
あ
る
と
の
認
識
の

下
、
隊
員
一
人
一
人
が
働
き
や
す
い
、

そ
し
て
や
り
が
い
を
も
っ
て
勤
務
で
き

る
環
境
を
構
築
し
、
士
気
高
く
任
務
に

ま
い
進
で
き
る
よ
う
、
陸
上
自
衛
隊
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
憧
れ
の
陸
上
自
衛
隊
を
目
指
し
ま
す
。

我
々
一
人
一
人
が
厳
し
い
状
況
に
あ
っ

て
も
己
に
打
ち
克
ち
、
任
務
や
訓
練
に

励
む
こ
と
が
、
隙
の
な
い
備
え
と
な
り
、

現
在
か
ら
将
来
に
わ
た
る
国
民
の
安
全
、

仲
間
や
家
族
の
幸
せ
に
直
結
す
る
と
の

認
識
の
下
、
「
強
靭
な
陸
上
自
衛
隊
の

創
造
」
に
向
け
職
責
を
全
う
す
る
こ
と

を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
に
と
っ
て
心
穏
や
か
な
一
年
に
な

る
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。旧

年
中
賜
り
ま
し
た
御
支
援
、
御
厚
情

に
対
し
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
生
起
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
墜
落
事

故
及
び
掃
海
艇
「
う
く
し
ま
」
火
災
事
象

で
は
、
多
大
な
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
ま
た
、
情
報
保
全
に
関
す
る
不
適
切

な
取
り
扱
い
、
手
当
の
不
正
受
給
等
、
国

民
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
を
大
き
く
損
な

う
不
祥
事
を
生
起
さ
せ
た
こ
と
に
対
し
、

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
個
々
の
事
案
の
再
発
防
止
を
含

め
、
組
織
の
態
勢
も
改
善
す
べ
く
「
海
上

自
衛
隊
を
よ
り
精
強
・
誠
実
な
組
織
と
す

る
た
め
の
検
討
」
（
略
称
「
よ
り
Ｓ
２
検

討
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
取
組
み
を
通

じ
、
日
々
誠
実
に
勤
務
す
る
隊
員
が
、
よ

り
任
務
に
ま
い
進
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障

環
境
は
戦
後
最
も
厳
し
く
、
中
国
、
ロ
シ

ア
、
北
朝
鮮
の
活
動
活
発
化
や
連
携
強
化

は
大
き
な
懸
念
で
す
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
情
勢
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
武
力
紛
争
は
依
然
と
し
て
絶
え
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
な
中
、
海
上
自
衛
隊
は
、
昨

年
も
広
大
な
海
域
へ
の
部
隊
展
開
を
通
じ

「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の

実
現
に
貢
献
し
つ
つ
、
我
が
国
周
辺
の
警

戒
監
視
活
動
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
へ
の
警
戒

を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
も
平
素
か

ら
の
活
動
を
不
断
に
継
続
し
つ
つ
、
情
勢

の
変
化
に
迅
速
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

特
に
対
外
面
で
は
、
同
盟
国
・
同
志
国

と
の
関
係
を
よ
り
深
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
欧
州
と
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
安

全
保
障
は
一
体
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、

各
国
海
軍
の
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
へ
の
展

開
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
支
援
態
勢
の

構
築
を
推
進
し
ま
す
。
国
内
で
は
、
大
切

な
予
算
を
適
切
に
執
行
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
装
備
品
・
弾
薬
の
調
達
、
可
動
率

向
上
、
施
設
整
備
等
の
各
種
取
組
を
着
実

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
防
衛
力

の
中
核
は
「
人
」
で
あ
り
、
募
集
、
採
用
、

就
職
援
護
及
び
隊
員
の
処
遇
改
善
等
の
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

激
変
す
る
環
境
下
、
海
上
自
衛
隊
は
改

め
て
、
私
た
ち
が
国
家
・
国
民
の
た
め
に

あ
る
と
い
う
原
点
、
海
上
防
衛
の
奉
仕
者

で
あ
る
と
い
う
原
点
を
強
く
自
覚
し
、
自

ら
の
使
命
に
誠
実
に
向
き
合
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

隊
友
会
会
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
、

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
、
航
空
自
衛
隊
に
対
し

格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
元
日
に

能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
苛
酷
な
試

練
に
直
面
し
ま
し
た
。
改
め
て
犠
牲
者

の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
と

と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
輪
島

分
屯
基
地
は
、
自
ら
も
被
災
し
た
中
、

自
治
体
等
と
連
携
し
避
難
住
民
の
一
時

受
入
れ
や
人
命
救
助
等
の
「
命
を
救
う

活
動
」
を
行
い
、
そ
の
後
も
給
水
・
給

食
支
援
、
巡
回
診
療
等
の
「
命
を
繋
ぐ

活
動
」
に
献
身
的
に
従
事
し
ま
し
た
。

我
が
国
周
辺
で
は
中
国
軍
機
に
よ
る

初
の
領
空
侵
犯
を
は
じ
め
、
ロ
シ
ア
軍

機
に
よ
る
領
空
侵
犯
や
中
露
共
同
飛
行

等
、
航
空
活
動
が
益
々
拡
大
・
活
発
化

す
る
中
、
北
朝
鮮
も
断
続
的
に
各
種
弾

道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
ま
し
た
が
、
部

隊
は
冷
静
か
つ
毅
然
と
対
処
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
東
情
勢
の
悪
化
に
伴
い
イ
ス

ラ
エ
ル
、
レ
バ
ノ
ン
共
和
国
か
ら
邦
人

等
の
輸
送
を
実
施
す
る
た
め
、
継
続
的
・

断
続
的
に
待
機
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
航
空
自
衛
隊
は
創

設
70
周
年
を
迎
え
、
秋
に
は
空
軍
参
謀

長
等
招
へ
い
行
事
を
開
催
し
、
内
外
に

対
し
て
こ
の
節
目
を
周
知
す
る
と
と
も

に
、
同
盟
国
及
び
同
志
国
と
の
間
で
信

頼
関
係
を
強
化
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

欧
州
各
国
の
空
軍
を
各
基
地
に
迎
え
、

「
欧
州
・
大
西
洋
と
イ
ン
ド
太
平
洋
の

安
全
保
障
は
不
可
分
」
と
の
共
通
認
識

の
下
、
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太

平
洋
」
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
よ
う
共

同
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

本
年
は
、
Ｆ
︱
35
Ｂ
の
部
隊
配
備
等
、

防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
新
設
さ
れ
る
統
合
作
戦

司
令
部
の
下
、
任
務
を
完
遂
で
き
る
部

隊
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
防
衛
協
力
や
共
同
訓
練
を
通

じ
て
同
盟
国
や
同
志
国
と
の
連
携
の
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
航
空
自
衛
隊
は
、
「
雲
外
蒼

天
」
と
「
万
里
一
空
」
と
い
う
空
に
纏

わ
る
２
つ
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
「
大

空
と
そ
の
先
へ
」
向
け
て
、
心
を
１
つ

に
安
全
保
障
の
諸
課
題
に
向
き
合
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

隊
友
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
益
々

の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
、

さ
ら
に
夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
幸

多
き
年
と
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
お

り
ま
す
。

各各幕幕僚僚長長
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

平
素
よ
り
自
衛
隊
に
対
す
る
深
い
御

理
解
と
御
厚
情
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
の
国
際
情
勢
の
展
望
は
、
次
の

点
か
ら
、
残
念
な
が
ら
益
々
厳
し
さ
を

増
し
て
い
き
そ
う
で
す
。

①
欧
州
及
び
中
東
で
は
、
戦
火
の
出
口

が
未
だ
見
出
せ
ず

②
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
で
は
、
東
シ
ナ

海
を
含
む
我
が
国
周
辺
、
台
湾
周
辺
、

南
シ
ナ
海
で
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状

変
更
の
試
み
が
拡
大
・
活
発
化

③
北
朝
鮮
に
よ
る
ロ
シ
ア
へ
の
派
兵
等
、

力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
を
試
み

る
国
家
同
士
の
結
束
が
強
化

④
大
国
間
競
争
に
お
け
る
保
護
主
義
の

高
ま
り
や
欧
州
・
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

政
治
混
迷

こ
う
し
た
深
刻
な
国
際
情
勢
の
中
、

本
年
も
引
き
続
き
統
合
幕
僚
監
部
は
、

①
複
合
事
態
へ
の
対
処
（R

espo
n
d

）
、

②
統
合
運
用
態
勢
の
抜
本
的
強
化
（D

e
ter

）
、
③
同
盟
国
・
同
志
国
等
と
の
連

携
強
化
（S

h
ap
e

）
の
３
つ
を
隊
務
の

柱
と
し
て
、
引
き
続
き
抑
止
力
強
化
に

邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

第
１
の
柱
に
つ
い
て
は
、
複
合
事
態

が
常
態
化
す
る
中
、
大
局
観
を
も
っ
て

当
面
の
作
戦
を
完
遂
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
役
割
の
大
部
分
は
、
新
設

と
共
に
「
統
合
作
戦
司
令
部
」
へ
移
管

す
る
予
定
で
す
。

第
２
の
柱
に
つ
い
て
は
、
何
と
い
っ

て
も
、
本
年
３
月
に
新
編
さ
れ
る
「
統

合
作
戦
司
令
部
」
の
戦
力
化
が
最
大
の

焦
点
で
あ
り
、
新
設
と
同
時
に
機
能
発

揮
で
き
る
よ
う
鋭
意
準
備
中
で
す
。
ま

た
７
年
度
末
か
ら
導
入
予
定
の
ス
タ
ン

ド
オ
フ
防
衛
能
力
（
反
撃
能
力
）
の
戦

力
化
も
待
っ
た
な
し
で
す
。

第
３
の
柱
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
日
米
同
盟
の
抑
止
力
・
対
処

力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
太

平
洋
地
域
に
お
け
る
日
米
豪
、
日
米
韓
、

日
米
豪
印
、
日
米
豪
比
等
の
ミ
ニ
ラ
テ

ラ
ル
な
協
力
の
進
展
、
南
シ
ナ
海
に
お

け
る
海
上
協
同
活
動
（
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
等
に

加
え
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
と
の
連
携
も

さ
ら
に
強
固
に
し
て
参
り
ま
す
。

自
衛
隊
は
、
本
年
も
、
動
乱
の
時
代

の
先
に
光
明
を
見
出
す
べ
く
、
抑
止
力

の
強
化
に
邁
進
し
、
時
代
の
責
任
を
果

た
す
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
心
穏
や
か
な

一
年
に
な
る
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

動動
乱乱
のの
先先
にに
見見
ええ
るる
光光
明明

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
、
派
遣
海

賊
対
処
行
動
支
援
隊
に
対
す
る
深

い
ご
理
解
と
ご
厚
情
を
賜
り
、
部

隊
隊
員
を
代
表
し
ま
し
て
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ジ
ブ
チ
に
あ
る
自
衛
隊
の
活
動

拠
点
は
、
２
０
１
１
年
に
自
衛
隊

の
海
外
活
動
拠
点
と
し
て
開
設
さ

れ
、
今
年
で
14
年
目
を
迎
え
る
海

外
唯
一
の
拠
点
で
す
。
我
々
派
遣

海
賊
対
処
行
動
支
援
隊
は
、
こ
の

自
衛
隊
活
動
拠
点
を
基
盤
と
し
て

海
賊
対
処
活
動
を
実
施
す
る
水
上

部
隊
及
び
航
空
部
隊
を
支
援
す
る

こ
と
に
加
え
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ

地
域
に
お
け
る
不
測
の
事
態
の
発

生
等
に
対
処
で
き
得
る
点
と
し
て

機
能
や
能
力
を
維
持
・
強
化
す
る

役
割
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
の
べ
４
０
０
０
名
以
上
の
隊

員
が
、
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
灼

熱
の
地
で
、
日
々
の
様
々
な
活
動

を
通
じ
、
ジ
ブ
チ
国
政
府
・
軍
、

ジ
ブ
チ
に
駐
留
す
る
各
軍
と
関
係

構
築
を
し
、
現
在
の
自
衛
隊
活
動

拠
点
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

自
衛
隊
の
活
動
拠
点
が
存
在
す

る
ジ
ブ
チ
は
古
く
か
ら
、
欧
州
・

中
東
・
ア
フ
リ
カ
の
十
字
路
の
交

点
に
位
置
し
、
人
・
物
、
宗
教
、

文
化
が
行
き
交
う
要
所
で
あ
り
、

現
在
に
お
い
て
も
、
日
本
で
も
報

道
さ
れ
る
中
東
・
ア
フ
リ
カ
・
欧

州
の
情
勢
の
変
化
を
直
接
肌
で
体

感
で
き
る
気
が
し
、
世
界
情
勢
・

日
本
の
国
益
の
第
一
線
で
活
動
し

て
い
る
実
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
環
境
下
で
、
隊
員
は
、
現

地
に
お
け
る
微
妙
な
情
勢
の
変
化

か
ら
、
日
々
の
活
動
の
最
適
解
を

見
出
し
、
同
盟
軍
、
パ
ー
ト
ナ
ー

国
、
在
ジ
ブ
チ
日
本
大
使
館
、
現

地
の
ジ
ブ
チ
国
関
係
者
や
拠
点
現

地
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
な
り
、
与

え
ら
れ
た
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と

で
、
自
ら
の
能
力
を
高
め
る
こ
と

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

日
本
か
ら
遠
く
離
れ
活
動
し
て

い
る
な
か
に
お
い
て
も
、
隊
員
家

族
、
派
遣
元
部
隊
、
隊
友
会
を
は

じ
め
と
す
る
日
本
の
協
力
団
体
等

の
皆
様
の
ご
期
待
・
ご
声
援
を
常

に
感
じ
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
い

る
次
第
で
す
。
引
き
続
き
お
力
添

え
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

「「
強強
靭靭
なな
陸陸
上上
自自
衛衛
隊隊
のの
創創
造造
」」
のの
実実
現現
にに
向向
けけ
てて

よよ
りり
精精
強強
・・
誠誠
実実
なな
海海
上上
自自
衛衛
隊隊
へへ

統統
合合
幕幕
僚僚
長長

陸陸
将将

吉吉
田田

圭圭
秀秀

よ

し

だ

よ

し

ひ

で

第
７
代
（
Ｒ
５
・
３
）

東
京
大
学
Ｓ
61
年
卒

東
京
都
出
身

陸陸
上上
幕幕
僚僚
長長

陸陸
将将

森森
下下

泰泰
臣臣

も

り

し

た

や

す

の

り

第
39
代
（
Ｒ
５
・
３
）

防
衛
大
32
期

福
岡
県
出
身

海海
上上
幕幕
僚僚
長長

海海
将将

齋齋
藤藤

聡聡

さ

い

と

う

あ
き
ら

第
36
代
（
Ｒ
６
・
７
）

防
衛
大
33
期

長
崎
県
出
身

航航
空空
幕幕
僚僚
長長

空空
将将

内内
倉倉

浩浩
昭昭

う

ち

く

ら

ひ

ろ

あ

き

第
37
代
（
Ｒ
５
・
３
）

防
衛
大
31
期

鹿
児
島
県
出
身

第第
4499
次次
派派
遣遣
海海
賊賊
対対
処処
行行
動動

水水
上上
部部
隊隊
指指
揮揮
官官

むむ
らら
ささ
めめ
艦艦
長長

２２
等等
海海
佐佐

早早
川川

正正
紘紘

は

や

か

わ

ま

さ

ひ

ろ

遠
く
灼
熱
の
ジ
ブ
チ
共
和
国

か
ら
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
56
次
派
遣
海
賊
対
処
行
動

航
空
隊
（
以
下
、
「
派
行
空
」
）

を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
平
素
か
ら
皆
様

の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
改
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
令
和
６
年
12
月
20
日

付
、
第
56
次
派
行
空
司
令
を
拝

命
し
ま
し
た
。
日
本
国
を
代
表

し
て
遥
か
ア
フ
リ
カ
の
地
に
お

い
て
海
賊
対
処
行
動
に
従
事
す

る
こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
第
25
次
派

行
空
で
監
理
幕
僚
と
し
て
派
遣

さ
れ
て
以
来
、
ジ
ブ
チ
で
新
年

を
迎
え
る
の
は
２
度
目
と
な
り

ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
は
四
面
を
海

に
囲
ま
れ
、
貿
易
の
99
％
は
船

舶
に
よ
る
輸
送
で
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
は
13
％
と
先
進
国
の
中

で
も
低
く
、
特
に
原
油
の
92
％

を
中
東
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
我
が

国
に
と
っ
て
中
東
地
域
に
お
け

る
船
舶
輸
送
の
安
全
を
維
持
す

る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
り

ま
す
。

一
方
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ

マ
ス
と
の
紛
争
や
、
同
国
と
イ

ラ
ン
の
関
係
悪
化
、
イ
エ
メ
ン

の
反
政
府
武
装
組
織
ホ
ー
シ
ー

派
に
よ
る
紅
海
航
行
船
舶
へ
の

攻
撃
な
ど
、
中
東
に
お
け
る
情

勢
は
以
前
に
も
増
し
て
緊
迫
度

を
増
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
派
行
空
は
、
こ
の
よ

う
な
緊
迫
し
た
中
東
の
海
域
ソ

マ
リ
ア
沖
ア
デ
ン
湾
に
お
い
て
、

我
が
国
の
貿
易
を
支
え
る
航
行

船
舶
の
安
全
を
維
持
す
る
た
め

警
戒
監
視
に
従
事
し
、
我
が
国

の
安
全
と
財
産
を
守
る
と
い
う

気
概
を
も
っ
て
全
力
で
任
務
に

邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
を
迎
え
、
早
く

も
21
世
紀
の
１
／
四
半
世
紀
が

過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
Ｉ
Ｔ

技
術
の
飛
躍
的
な
進
歩
に
よ
り

無
人
化
、
Ａ
Ｉ
化
の
す
う
勢
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
も
、
遠
く
ジ
ブ
チ
の
地
に
お

い
て
直
接
我
々
自
衛
官
が
我
が

国
の
船
舶
の
安
全
を
維
持
し
、

国
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
頂
け

る
よ
う
任
務
に
邁
進
い
た
し
ま

す
の
で
、
応
援
頂
け
れ
ば
隊
員

の
励
み
と
な
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
本

年
も
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

第第
5566
次次
派派
遣遣
海海
賊賊
対対
処処
行行
動動

航航
空空
隊隊
司司
令令

２２
等等
海海
佐佐

長長

洋洋
介介

ち
ょ
う

よ

う

す

け

第第
2222
・・
2233
次次
派派
遣遣
海海
賊賊
対対
処処
行行
動動

支支
援援
隊隊
司司
令令

１１
等等
陸陸
佐佐

富富
永永

誠誠

と

み

な

が

ま
こ
と

統統幕幕長長かからら皆皆様様へへ

大大
空空
とと
そそ
のの
先先
へへ


